
 新緑のまぶしい季節となりました。新しい年度になってすでに１か月が過ぎ、新しい年号「令

和」の日々となっておりますが、法人の事業所等は新年度の事業活動に取り組むとともに、昨

年度の事業結果と決算をまとめております。 

新しい年度の事業計画と予算は本年３月の理事会・評議員会における承認を得ており、その

概要は別掲のとおりですが、法人理念の「すべての障害者に陽光が燦々とそそぎ それぞれが

幸せに暮らせる社会の実現」を踏まえ、障害者（利用者）本位の考え方に立って執行してまい

ります。 

  新年度の具体的な新規事業・事業強化の主な取り組みとしては、 

① 「おおた障がい施策推進プラン」を踏まえた事業機能の見直しと強化 

② 「ティーラウンジすばる」の円滑な受託（４月事業開始）と９月のリニューアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

すべての障害者に陽光が燦燦とそそぎ それぞれが幸せに暮らせ

る社会の実現 

地域福祉の安心・拠点としての役割を果たす 
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 新しい時代が始まりました。元号が変わっても私たち法人の理念が変わることはありません。 

笑顔がさんさんと溢れる、ともに支え合い暮らせる優しい時代でありますように。 
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★印は大田幸陽会運営施設○印は大田区立施設 

 

出店施設（50 音順） お勧め商品 販売月 販売（予定）日 

★○新井宿福祉園 携帯にも便利！エコバックなど 4 月 5 日 12日 19 日 26日 

★○池上福祉園 
おしゃれなビーズの帽子留め・ 

味わいのある陶器など 
5 月 １０日 １７日 24 日 ３１日 

○うめのき園 洗濯ばさみなど 6月 7 日 14 日 21日 28 日 

★○大森東福祉園 リラックスタイム！入浴剤など 7月 5 日 12日 19 日 26日 

○大田生活実習所 ブックカバー・手ぬぐいなど ８月 2日 9日 16日 23日 30日 

○上池台障害者福祉会館 印鑑入れ・小銭入れなど ９月 6日 13日 20 日 27 日 

○久が原福祉園 おりぞう・石鹸など １０月 4 日 11日 18 日 25 日 

○くすのき園 レトロバック・十二支ストラップなど １１月 1日 8 日 15 日 22日 29 日 

★○しいのき園 紙すき製品など（多用途ポチ袋等） １２月 6日 13日 20 日 27 日 

★のぞみ園 
スワロフスキー社製クリスタル 

使用ピンバッジなどアクセサリー各種 
１月 10 日 17日 24 日 31 日 

★まごめ園 バスタイムを楽しく！浴用雑貨など ２月 7 日 14 日 21日 28 日 

○南六郷福祉園 
ポーチなど 

３月 6日 13日  27日 

Ｐ2 

『大田区福祉の店ふれんど』は、大田区役所本庁舎１階にあり、大田区内の障害者施設の生

産品を区民に紹介し販売しています。保護者・ご家族のご支援ご協力により運営していて、

毎週金曜日に開店しております。大田区役所にお越しの際は、『福祉の店 ふれんど』に、 

ぜひお立ち寄りくださいませ。 

 

※丸印の日はふれんど特別販売の日！（食品販売がございます。） 

 

 

 

 

 

 
 

 





                            

全 体 状 況 

〇 今年度は大田幸陽会の第４次経営改革プラン(H28～

H32)の進化・深化が一番のテーマになります。国や区の

地域福祉計画等の施策動向を的確にとらえ、多種多様な

社会資源や人と連携した地域共生社会づくり・包括的支

援体制の構築に積極参画します。 

〇当法人には理念実現に向けたキャリアパス等人材確

保・育成の仕組みが一定そろってきています。しかし、

いま一番の課題が、仕組みの「腹落ち・身体化」にある

ことが、障がい者の虐待防止・権利擁護の取り組みや区

の指導検査の振り返りなどから見えてきました。 

〇知識や仕組みが職員に「身体化」し、より血の通った

事業になるよう、多様な人材を活かし合う組織・基盤づ

くりに努めながら、新規事業等を推進して参ります。 

事 業 推 進 方 針 

⑴  現場をマネジメント力、組織力で支える 

⑵ 自分たちで決めて、守る、実行する 

⑶ 福祉サービスにとどまらない 

社会福祉事業の推進 

 

重 点 推 進 事 項 

第 4次経営プランの推進 

⑴ 質の高い支援、虐待防止・権利擁護 

⑵ 活力ある組織・経営基盤づくり 

⑶ 地域公益活動の推進 

⑷ 既存事業の機能強化 

⑸ 福祉人材の確保・育成・定着 

 

『TOKYO働きやすい福祉の職場宣言』に応募・推進情報を公表 

○都が策定した「働きやすい福祉の職場ガイドライン」項目【採用、育成、評価と処遇、 

ライフ・ワークバランス、職場環境・風土の５分野１７項目】の全てについて現在の取組状況 

を申請し、都の実地調査後、３月から「都福祉人材情報バンクシステム」で公表して 

います。更なる職場改善に取り組み、区内における福祉人材確保・定着を進めて行きます。 

 

 

   

の ぞ み 園 

（ 臨 海 斎 場 整 美 部 ） 

大 田 区 立 前 の 浦 集 会 室 

大田区立つばさホーム前の浦 

ま ご め 園 

さ わ や か ワ ー ク セ ン タ ー 

（ カ フ ェ  コ ス モ ） 

（ テ ィ ー ラ ウ ン ジ   す ば る ） 

大 田 区 立 し い の き 園 

大 田 区 立 新 井 宿 福 祉 園 

大 田 区 立 池 上 福 祉 園 

大 田 区 立 大 森 東 福 祉 園 

大田区立志茂田福祉センター 

 

相 談 支 援 室  さ ん さ ん 幸 陽 

ケ ア サ ポ ー ト 幸 陽 

障 害 者 生 活 ホ ー ム 

大田幸陽会ラナハウス西糀谷 

大 田 区 若 草 青 年 学 級 

本 部 事 務 局 

 

※最後までお読みいただきありがとうございました。  Let’s always smile！ 

 

社 会 福 祉 法 人  

 

大 田 幸 陽 会 
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 平成 31年度（2019年度） 

 

予算額 割合
1 介護保険事業収入 705 0.0%
2 就労支援事業収入 131,578 6.9%
3 障害福祉サービス等事業収入 1,571,044 82.6%
4 公益事業収入 167,277 8.8%
5 借入金利息補助金収入 160 0.0%
6 経常経費寄附金収入 2,020 0.1%
7 受取利息配当金収入 58 0.0%
8 その他の収入 17,385 0.9%
9 積立資産取崩収入 10,700 0.6%

1,900,927 100.0%

予算額 割合
1 人件費支出 1,206,288 62.0%
2 事業費支出 129,743    6.7%
3 事務費支出 437,740    22.5%
4 就労支援事業支出 135,482    7.0%
5 支払利息支出 169         0.0%
6 その他の支出 15,506     0.8%
7 設備資金借入金元金償還支出 1,308       0.1%
8 固定資産取得支出 3,238       0.2%
9 積立資産支出 12,707     0.7%
10 予備費支出 4,355       0.2%

1,946,536 100.0%

△ 45,609

勘定科目

支
出

支出合計

当期資金収支差額合計

資金収支予算書

平成31年（2019年）4月1日～令和2年（2020年）3月31日

単位：千円
勘定科目

収
入

収入合計

0%
7%

83%

9%
0%

0% 0% 1% 0%
収入 1 介護保険事業収入

2 就労支援事業収入

3 障害福祉サービス等事業収入

4 公益事業収入

5 借入金利息補助金収入

6 経常経費寄附金収入

7 受取利息配当金収入

8 その他の収入

9 積立資産取崩収入

62%

7%

22%

7%
0%

1%0% 0% 1%
0%

支出 1 人件費支出

2 事業費支出

3 事務費支出

4 就労支援事業支出

5 支払利息支出

6 その他の支出

7 設備資金借入金元金償還支出

8 固定資産取得支出

9 積立資産支出

10 予備費支出

 

常務理事  佐藤 功 


